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利用者ニーズを踏まえたサービスを行うために
─医学図書館における格言掲示企画、飲食に関するアンケートを通じて─
� 島根大学附属図書館　　　　　　　　　　
� 医学情報グループ　佐　藤　陽　子

１．はじめに

　大学図書館が利用者の要望や利用上の改善点を把握する試みは、各地で
活発に行われている。近年の大学図書館がどのように利用者の意見や要
望（以下、ニーズとする）を取り入れた環境構築を行っているかは、長崎
大学による報告で概観できる1）。小括するならば、図書館情報学の分野に
SERVQUALの手法を取り入れたLibQUAL+TMの展開が示すように2～5）、利用
者の図書館に対する主観的なイメージを反映させることが重視されつつある
と言えるだろう。
　本学ではこれまでのところ大規模かつ全学的な図書館利用満足度調査は行
われていないが6，7）、利用者のニーズを掬いあげようと各職員が様々な取組
を行ってきた。
　本稿では、医学図書館で今年度前半期にあたる2015（平成27）年4月～９
月に行った活動のうち、利用者からの要望を受けて実施した企画と、飲食に
関するアンケートの結果を時系列順に取り上げることで、当館における利用
者ニーズを踏まえたサービスを考える一助としたい。
　以下、鍵括弧で囲まれた部分は、原文のまま引用したことを示す。

２．格言掲示

2.1　企画の概要
　本章で報告する企画は、格言を貼り出すことで学習意欲の向上を見込める
のではという投書を受けて始まった。
　当館では、意見箱への投書を受け付けている。2013（平成25）年4月から
2015（平成27）年９月末日までの集計を見ると、投書内容は多岐に渡った。
例えば、館内資料ではないレジュメなども複写可能なコピー機の設置要望や、
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学術雑誌以外の雑誌の購入希望などである。館内の空調に関する投書は毎年
受けており、これに応ずる形で、医学図書館では冷暖房の時間延長申請や扇
風機の設置などを行っている。
　格言を貼り出すことを提案する投書は、主に館内の利便性向上を求める他
の要望とは異なっていた。投書対応を担当する筆者は、この提案を独特で面
白いものと感じ、利用者が当館をより身近に感じられるよう企画を実行した
いと考えた。
　格言は所蔵資料から選出し、木製の個人用閲覧席
4台に掲示した（図１）（写真１）。期間は2015（平
成27）年5月27日（水）から８月６日（木）までと
し、同時にアンケートを行った。

図１　格言の例 写真１　格言掲示の様子

2.2　アンケート方法・項目
　本館で行われている例をもとに8）、次の通りアンケートを実施した。まず、
プラス評価枠とマイナス評価枠に分割した表を作成した（図２）。プラス評
価の例としては「楽し
い」「勉学意欲がわい
てきた」を挙げ、マイ
ナス評価の例としては

「企画への疑問」「格言
は不要」を記載した。
つづいて、格言を掲示
した個人用閲覧席付近
に評価表を貼りだし、
シールと付箋を備え付
けた。回答者には、自 図２　格言企画アンケート
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分の印象に近い方にシールを貼ってもらい、他に意見があれば付箋にコメン
トを付して評価表に貼り付けてもらった。企画を告知するポスターには、利
用者の意見を受けてこの企画が始まったことを記した（図３）。

2.3　結果と所見
　回答の内訳は、プラス評価８票、マイナス評価３票、不明１票であった9）（図
4）。付箋へのコメントは「ユーモアがあって良いと思う」のみであったが、
これとは別に「格言のを続けてほしい」とのコメントを得た10）。また、直接、
当館職員に格言掲示は良かった
と話す学生もおり、おおむね好
意的な評価を受けた。
　一方で、こうした企画により
掲示物等が増えると、閲覧室が
雑然とした印象になるのではと
いう意見が医学情報グループ内
で示された。以後、類似の企画
を行う場合は、掲示のデザイン
に配慮し、同空間にある掲示物

図３　格言企画アンケート告知ポスター

図４　格言企画アンケート結果
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が多すぎないか考える必要がある。また、当館への親しみを増してもらうと
いう目的があったとはいえ、実行すべき企画の精査は必要である。
　アンケート実施への反省としては、回答数が少ないことがあげられる。ア
ンケートの設置場所を移動させる、各机にアンケートへの協力を呼びかける
ミニポスターを貼るなどの工夫が必要だろう。また、投書者の意見を最大限
汲むのであれば、この企画が実際に学習意欲向上につながったかも問うべき
であった。
　では、この企画の価値は何だろうか。単に、利用者に対し、当館の親しみ
やすさを示しただけなのだろうか。
　私見ではあるが、この企画は、職員が投書に反応していることを利用者に
アピールする機会になったのではないか。当館が投書に回答する場合、まず
投書した当人に連絡し、次に回答を掲示する。しかし、投書には名前や連絡
先が記されていないことが多い上、回答の掲示はどうしても他の掲示に埋も
れやすい。そのため、利用者からすれば、投書がどの程度反映されているの
か分かりづらい。だが、個人用閲覧席への格言掲示とアンケートの設置によっ
て、当館が投書にどう対応したかを目に見える形で示すことができた。その
影響がうかがえる数値がある。2015（平成27）年度の投書数は、12月８日現
在10件である。2013（平成25）年度の総投書数が８件、2014（平成26）年度
は4件だったことを考えると、投書をすれば反映されるのではという意識が
利用者に生まれたと推測できる。

３．飲食に関するアンケート

3.1　アンケート実施の経緯
　続いて、本章では、飲食に関する３件のアンケートを報告する。
　2015（平成27）年現在、当館利用要項で「飲食をしないこと」と定められ
ている通り11）、当館では館内飲食を禁じている。また、後述する当館利用者
向けアンケートを行った時点では、2006（平成18）年に定められた医学図書
館長令により、飲食物の持ち込みそのものも禁止されていた。しかし、実際
には館内で飲食する利用者が後を絶たない12）。
　当館以外では、館内飲食に対し、どのような対応をしているのだろうか。
また、当館の飲食ルールについて、利用者はどのように考えているのだろう
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か。
　こうした問に答えるため、当館では、平成27年5月から８月にかけて、館
内飲食をテーマとした聴き取り調査やアンケートを実施した。

3.2　本館の飲食状況についての聴き取り
　本節では、松江市にある島根大学附属図書館（以下、本館とする）での飲
食の状況についてまとめる。
　2015（平成27）年5月、本館の情報サービスグループの職員に対し、メー
ルで聴き取りを行った。本館で実際にフロアの状況を目にする機会が最も多
いのは、このグループの職員だからだ。聴き取りの目的は、本学以外の状況
を確認する前に、本館の事情を知り、館内飲食を容認した場合の見通しを得
ることであった。回答は、窓口となった職員の協力により、グループ全体の
意見を得ることができた。
　本館は、2013（平成25）年のリニューアルオープン時から、一部スペース
での飲料摂取を許可している。飲料はふた付きのものに限定される。どのス
ペースであれば飲料を口にできるか、どのような容器であれば図書館への持
ち込み・摂取が可能かは、ポスター並びにデジタルサイネージ（情報掲示機
器）などで広報を行っている。
　飲料摂取を許可したことによる問題点を尋ねたところ、許可スペース外で
の飲料摂取や、禁止されている飲食物の持ち込み・摂取、外国人留学生への
ルール広報不徹底が指摘された。反対に、学生からは「夏の暑い日でもちょっ
と移動するだけで飲み物が館内で飲めるようになった」と好評を得ているよ
うであった。
　本館からの聴き取りにより、館内飲食を許可した場合、学生からは肯定的
に受け止められるという予想が立った。その反面、ルールを順守させるため
には、多言語による徹底した広報が必要であることが分かった。

3.3　中国四国地区国立大学向けアンケート
　では、他の大学図書館では、どのような状況なのだろうか。本節では、中
国四国地区の国立大学にアンケートを依頼した結果と分析をまとめることと
する。
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3.3.1　アンケート方法
　2015（平成27）年5月21日～６月３日の間、中国四国地区国立大学の医学
系図書館に対して、メールによるアンケート依頼・回収を行った。医学系図
書館に限定した理由は、国家試験対策等のため、長時間館内に滞在する利用
者が多いなど、共通の問題を抱えている可能性があると考えたからである。
アンケートは、依頼した８館全てから有効な回答を得た。

3.3.2　アンケート項目
　内容は医学情報グループ内での検討を経て決定した。項目は大きく4つに
大別できる。第一に図書館での飲食持ち込み可否について、第二に飲食がで
きるスペースについて、第三に館内での飲食問題についてどのように対応し
たか、そして館内での飲食についての自由記述である。実際のアンケート用
紙は図5の通りである。

医学図書館への飲食物持ち込み等についての調査 

 
大学名：  
担当係：  
氏  名：  
 
０．このアンケートの集計結果と、アンケート結果を受けての当館での対応について情報提供を希望さ

れますか？ 
 □アンケートの集計結果と、島根大学医学図書館での対応について回答を希望する 
 □アンケートの集計結果のみ回答を希望する 
 □島根大学医学図書館での対応のみ回答を希望する 
 □両方とも希望しない 
 

 
１．貴館では、図書館への飲食物持ち込み（飲料のみも含む）は、規則上可能ですか？ 

 □可能    □不可 
 
 
２．１で、図書館への飲食物持込を可能とされた館におうかがいします。 

 
（１） 持ち込んでもよいスペースと、そこで許可されている飲食物をすべて選んでください。 

なお、全館持ち込み可の場合は、「許可しているスペース」欄にその旨をご記入ください。 
 

   許可しているスペース：  
  □蓋がしまるペットボトル、またはそれに類するもの 
  □缶や紙コップなど、蓋がない飲料 
  □ガムや飴などの軽食 

  □パンなどの食物（においが他の利用者の迷惑にならないと想定されるもの） 
□制限はない 
□その他（                      ） 
 
 

（２） いつから飲食物などを持ち込み可とされましたか？ 
     （       ）年から 
 
 
（３）飲食物持ち込みを許可していることにより、問題が起こりましたか？ 
    □特に問題はない  □問題が起こった 
 
 

３．２－（３）で問題が起こったとされた館におうかがいします。 
 
（１）その問題は以下のうち、どれにあたりますか？（複数回答可） 

□許可スペースでの図書館資料の汚損・破損 
□許可スペースでのカーペット等備品の汚損・破損 
□許可スペースでのごみ投棄や異臭の発生 
□許可スペース以外への飲食（飲料）持ち込み 
□許可スペース以外での図書館資料の汚損・破損 
□許可スペース以外でのカーペット等備品の汚損・破損 
□許可スペース以外でのごみ投棄や異臭の発生 
□その他（                      ） 

 
 
（２） 上記の問題に対し、貴館ではどのように対応されましたか？  

 
 

 
（３）問題発生時と比較した場合、現在、その問題は解消されましたか？ 
    □解消された    □やや解消された   □解消されていない 
 
 
４．全ての館におうかがいします。 

館内への飲食物持ち込みについてご意見がありましたら、自由にご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質問は以上で終了です。ご協力いただき、ありがとうございました。 
島根大学医学図書館 

図５　中国四国地区アンケート用紙
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3.3.3　結果と所見
　館内への飲食物持ち込み（飲
料のみも含む）は、規則に定め
ているか否かを問わず、全館で
可能だった。館内での飲食物持
ち込み容認に踏み切った時期に
ついては、図６の通り、2004（平
成16）年～2013（平成25）年に
かけてと館によって10年ほど開
きがあった13～15）。また、飲食物
持ち込みによる問題が起こって
いるかどうかにかかわらず（図
7）、全館で飲食可能なスペー
スや持ちこみ可能な飲食物に制
限がある。飲食持ち込みを許
可することで問題が起こった
と回答した館は３館あり、主に
ルール広報によって問題に対
応していた（図８）。自由回答
欄では、とくに回答を指定して
いなかったものの、利用者の健
康を配慮して飲食もしくは飲
料を許可したとの記述が5館
で見られた。
　アンケートの問題点とし
ては、回答基準にばらつき
がでたことである。たとえ
ば、飲食物持ち込みによる
問題はなかったとした館で
も、自由回答欄には「時間
外利用時は飲食している

図７　中国四国地区アンケート結果２

図８　中国四国地区アンケート結果３

図６　中国四国地区
アンケート結果１
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（カップラーメン目撃や床のガムの落とし物あり）」と記している例があった。
各館によって、問題が起こったと認識する線引きは異なる。利用者ではなく
サービス提供側へのアンケートを行う場合、状況の正確な把握のために、こ
うした線引きの違いを前提とした設問が必要である。

3.4　当館利用者向けアンケート
　前節では、中国四国地区の大学図書館の状況を俯瞰した。これらをふまえ
つつ、本節では当館で実施した利用者アンケートについて以下述べていくこ
ととする。

3.4.1　アンケート方法
　2015（平成27）年６月15日～7月17日にかけて、当館の利用者を対象とし
て館内での飲食に関するアンケートを実施した。館内やアメニティホールで
のアンケート用紙配布および回収と同時に、各研究室への学内便およびメー
ルによる配布と回収も行った。アンケート用紙配布・回収場所として、館
内以外にアメニティホールを選んだのは、そこが、飲食を行いながら勉強を
したい学生の受け皿になっているように思えたからである。アメニティホー
ルは、図書館棟に隣接したスペースで、飲料の摂取や軽食が可能である。ア
ンケート実施前に見学したとこ
ろ、ペットボトルを机上に出し
ながら、個人もしくはグループ
で勉強している様子が観察でき
た。
　アンケートの回答数は193名
で回収率は13%であった16）。回
答者の所属別に回収率を見る
と、学生・院生は９%17）、教員
は19%となった18）。回答者の所
属別内訳は図９の通りである。

図９　当館利用者アンケート結果１
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3.4.2　アンケート項目
　アンケート項目は、お茶の水女子大学附属図書館、日本大学法学部図書館、
新潟大学附属図書館などの前例をもとにし、医学情報グループ内での検討を
経て作成した19～21）。まず、利用者の所属・図書館利用頻度・図書館の平均滞
在時間といった、回答者自身に関する項を設け、次に当館が現在飲食禁止と
いうルールを掲げていることを確認する項をおいた。最後に、当館における
飲食のルールとして望ましいものを選択する欄と自由回答欄を設けた。実際
のアンケート用紙は図10の通りである。なお、アンケート裏面は自由回答欄
のため省略する。

島根大学医学図書館 飲食物についてのアンケート 

 

０） -１.あなたに該当する区分を選んでください。 
 

学生・院生 ／ 教職員・研修医 ／ 一般（学外者） 
 

-２.あなたはどのくらい図書館を利用しますか？ 
 

利用しない ／ 月１～２回 ／ 週１～２日 ／ 週３～４日 ／ ほぼ毎日 
 

-３.-２.で「利用しない」以外を選んだ方にお尋ねします。図書館を利用する場合、平均して何時間程

度滞在しますか？ 途中で離席する場合は、一日の合計滞在時間をお答えください。 
 

３０分未満 ／ １～２時間程度 ／ ３～４時間程度 ／ ５時間以上 
 
 

１） 医学図書館では、資料汚損・設備破損・害虫発生の防止や周囲の利用者への配慮のため、館内への飲

食物の持ち込みおよび館内での飲食は禁止されています。 
現在、医学図書館内が飲食禁止であることをご存じでしたか？ 

 
はい   ／   いいえ 

 
 
２）本学の医学図書館における飲食のルールが、どのようなものであればいいと思いますか？ 

ご自分の気持ちにもっとも近い欄に 1 つだけチェックをしてください。 
 

チェック 持込 
飲食 

飲料 軽食 制限なし 

  × × × × 

  ○ × × × 

  ○ ○ × × 

  ○ ○ ○ × 

  ○ ○ ○ ○ 

※飲食の「制限なし」とは、カップラーメンなど、においが周囲に広がる食べ物等も含めて館内での飲食

を可能にするという意味です。 
 
 

⇒⇒⇒裏面につづきます⇒⇒⇒ 

図10　当館利用者アンケート用紙
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図11　当館利用者アンケート結果２

図12　当館利用者アンケート結果３

3.4.3　結果と所見
　アンケート実施当時、当館が飲食持ち込み禁止・飲食禁止のルールを掲げ
ていることは回答者の９割が認識しており、長年にわたる呼びかけなどが成
果をあげていると推察された。一方で、当館に望ましい飲食ルールについて
は、「飲料のみ可」「飲料・軽食まで可」との回答を合わせると全体の7割以
上にのぼった（図11）。所属と回答者が希望する飲食ルールとをクロス集計
したところ、学生・院生は「飲料・軽食まで可」を希望する者が最も多く、
ついで「飲料のみ可」があげられていた。それに対し、教職員および学外者
では「飲料のみ可」を選択する者が最多だった（図12）。
　事前に、図書館への滞在時間が長いほど、図書館での飲食を容認するよう
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な回答になるとの予想が医学情報グループ内であがっていたが、アンケート
結果はそれを裏付けるものとなった22）（図13）。

　これを基に、2015（平成27）年９月の医学図書館運営会議にて館内飲食に
ついて議題にあげた。しかし、委員の同意を得られなかったため、現在も禁
止措置は継続されている。ただし、前述の医学図書館長令のみ撤回された。
　筆者自身が大学に在籍していた2012（平成24）年ごろを顧みても、学生は
当然のように学内で飲食物を持ち歩き、授業中に飲料を摂取していた23）。中
国四国地区にある国立大学医学系図書館では、利用者の健康を配慮するなど
の観点から、館内での飲食をある程度容認している。図書館で飲食をしたい
という利用者の気持ちは、個人的には理解できる面がある。
　その一方で、当館では、回答者の所属や、どの程度館内に滞在するかによっ
て、理想とする飲食ルールが異なっている。また、資料保護の観点に立てば、
館内で無制限に飲食を許すわけにはいかない。そのため、飲料摂取などを求
める利用者の声に応える場合には、単に館内の飲食を容認するのではなく、
飲食可能なスペースを確保し、飲食に関するルールを定める必要がある。加
えて、大学という場の特性上、毎年利用者の入れ替わりがあることを意識し
たうえで、各所属の利用者に届きやすい広報を心がけねばならない。こうし
た準備なしには、利用者ニーズを踏まえたサービスが行えないと考えられる。

図13　当館利用者アンケート結果４
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４．おわりに

　格言掲示の企画と、飲食に関するアンケートは、一見通底するもののない
事柄のように見える。しかし、図書館利用者の視点に立てば、利用者のニー
ズをすくい上げるという点に関して、二者は共通している。
　２章で紹介した、格言掲示を継続してほしいとのコメントは、当該企画と
縁のない、図書館ガイダンス時のアンケート自由回答欄で採取したものであ
る。同欄では、「図書館内で飲み物は飲めるようにしてもらえると嬉しい」

「ペットボトル程度であれば許可してほしい」など、飲食に関する要望も書
き込まれていた。こうした意見は、飲食に関するアンケートを実施したがゆ
えに出てきたのではないか。
　アンケートに協力したり、職員に感想を述べたりした利用者は、もとも
と図書館に高い関心をもつ人々だと予想される。しかし、いくら関心が
あっても、それを表出するにいたる刺激や、意見を述べる場所がなければ
職員の眼に留まらないこともある。格言掲示の企画やアンケートの実施
は、潜在的に図書館に関心を有していた利用者の意見を引き出すきっかけと
なったと考えられる。今後も、多角的に図書館利用者のニーズをくみ上げる
ことを意識しつつ、業務にあたりたい。

付記
　各国立大学医学系図書館サービス担当者の皆様、医学部の学生・教職員な
らびに医学部附属病院の教職員の皆様、および本学の情報サービスグループ
各位にはご多忙の中アンケートにご協力いただいた。また、医学情報グルー
プ各位には、格言掲示企画をはじめ多方面でお世話になった。末筆ではある
が、記して篤く御礼を申し上げる。

注
１）志波原智美，郷原正好，長澤多代，柴多一雄．大学図書館における学生のニー

ズを反映させた学習支援環境の構築：平成16年度から平成20年度に長崎大学
附属図書館が実施した学生懇談会の過程と成果．大学図書館研究．2009,…no.86,…
p.47-62.
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２）SERVQUALはサービス品質の測定法のひとつ。利用者からのサービスへの期
待と、利用者が実際に受けたサービスの差を数量的に把握する。この数値は有
形性、信頼性、応答性、保証性、共感性の5つの観点で測られる。有形性はサー
ビスを提供するのに必要な施設・設備など視覚できるものを、信頼性とサービ
スがまかせられるか否か等を、応答性は迅速なサービスの提供等を、保証性は
スタッフの対応や環境に関すること等を、共感性は顧客に対する理解度の高さ
等を評価する。

３）永田治樹ほか．SERVQUALによる図書館サービスの品質評価．大学図書館研
究．2000,…no.59,…p.1-15.

4）LibQUAL+TMは、SERVQUALの5局面が大学図書館のサービスの品質を捉え
きれていないのではという報告を受けて発展した測定法。最大の特色は、「異な
る図書館間およびサービス設定において共通に使用でき、比較のための基準」
の提供を志向していることである。

5）佐藤義則．LibQUAL+TMの展開と図書館サービスの品質評価．カレントアウェ
アネス．2004,…no.280,…p.9-12.

６）なお、本館では、リニューアルオープンから１年が経過した2014（平成26）
年１月～２月にかけて、図書館利用実態調査と図書館施設ユーザー満足度調査
を行い、7月には本館に設置されたラーニングコモンズの利用実態調査を行っ
た。後者については金子の報告に詳しい。

7）金子尚登．ラーニングコモンズ利用実態調査からみる利用傾向．淞雲：島根
大学附属図書館報．2014,…no.17,…p.55-62.

８）小林奈緒子．大学図書館がつなぐ「地域」と「戦争・平和」：企画展「戦争と
平和を考える2014」．淞雲：島根大学附属図書館報．2014,…no.17,…p.32-49.

９）プラス評価とマイナス評価枠の中間にシールが貼られていたため「不明」を
１票とした。

10）2015（平成27）年８月7日に実施した“平成27年度…医学科１年生早期体験実習
オリエンテーション時図書館ガイダンス”へのアンケート自由記述欄より。

11）島根大学学術情報機構附属図書館医学図書館利用要項の第９条三に「飲食を
しないこと」とある。

12）医学図書館では、飲食問題と並んで放置荷物の問題にも長年対応している。
2015（平成27）年5月から９月の間に放置荷物を職員に回収された学生のうち、
荷物の外に飲食物を放置していた学生は約９人に１人であった。なお、これは、
机などの上に置かれていたもののみ記録しているため、実数は更に多くなると
予想される。

13）特に2008（平成20）年から2009（平成21）年にかけては、３館が許可を出した。
なぜ、この時期に容認したのかという理解に役立つ報告が２件ある。１件目は、
平成20年に『薬学図書館』編集委員会が行った調査だ。これは、当館が実施し
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た内容に近いアンケート調査を、国公私立の薬学系大学の図書館を対象にして
行ったものである。そこでは、回答全体の78%の図書館が飲食を全面的に禁止
していたにもかかわらず、館内に飲食物をもちこむ利用者が後を絶たない実態
に、多くの図書館が苦慮している様子が報告されていた。２件目は、島村聡明
が2008（平成20）年に行った報告である。島村は、飲料を館内で摂取できるよ
う運用を変更した図書館が出てきた動きの背景に、小学校で水分補給が推奨さ
れるようになったことや、ペットボトル入り飲料の出荷量増加、カフェを併設
した書店の登場などがあると指摘している。島村の指摘に沿えば、この時期に、
図書館内への飲料持ち込みや館内での水分補給に関する要求が形成されたと言
える。つまり、2008（平成20）年頃から、館内への飲食物持ち込みの増加とい
う変化が全国で見られ、それを受けて図書館員がルールの見直しの必要につい
て考え始めていた。前述の３館における持ち込み容認と、これら報告の時期は
2008（平成20）年前後で一致することから、中国四国地区の３館も、同様に利
用状況の変化に直面し、それを受けて対応したのではと推測される。

14）島村聡明．読むなら飲むな？…−図書館における飲料問題−．カレントアウェ
アネス．2008,…no.298,…p.5-7．

15）『薬学図書館』編集委員会．《図書館における飲食マナー》図書館における
飲食マナーアンケート　集計報告および分析．薬学図書館．2008,…vol.53,…no.2,…
p.148-165.

16）母数を学生・院生、および学部と病院の教員の総計1,391名とする。
17）母数を学部生912名と研究科生189名の総計とする。
18）母数を医学部教職員171名と附属病院職員119名の総計とする。
19）お茶の水女子大学附属図書館．【学生のみなさんへ】図書館内のマナーにつ

いてのアンケートを実施しています。お知らせ．2012-7-2.…http://www.lib.ocha.
ac.jp/topics/2012/manner_enquete.html,（2015-09-25参照）

20）日本大学法学部図書館．日本大学法学部図書館利用実態調査アンケート結果．
http://www.law.nihon-u.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2014/01/a0a430b743fe12
dbaadd7196e0c470ce1.pdf,…（2015-09-25参照）

21）新潟大学附属図書館．図書館施設についてのアンケート集計結果．http://
www.lib.niigata-u.ac.jp/newlib/enquete-report1.pdf,（2015-09-25参照）

22）ただし、図書館での滞在時間を問う項目は回答ミスが多かったため、有効回
答数でのみ集計を行った。利用者が迷わずに回答できるよう、アンケート項目
をもっと精査すべきであった。

23）背景として前述13）のような状況があったと考えられる。


